
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学習規律の維持を徹底したことにより、落ち着
いた学習環境が整えられ、児童が集中して学
習に取り組むことができていると考えられる。

○「家で、学校の授業の予習・復習をしている」
と回答した児童の割合が、全国及び全道を
上回っている。

■旭川市内小学校の状況及び学力向上策（学校数： 51校、児童数：2511人）

○ 学校全体として言語活動の充実に取り組んだ
ことにより、「話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりすることができている」
と回答した児童の割合が、全国及び全道を上
回ったと考えられる。

【児童質問紙調査】

理科では、「生命」で全国を上回っている。○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができている」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

○

○

○

国語Ａでは、「書くこと」「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」、Ｂでは、「読む
こと」で全国を上回っている。

算数Ａでは、「量と測定」「図形」で全国を上
回っている。

◎

○ 児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げな
がら教えるなど、自ら学ぶ力の育成を図ったこ
とにより、児童が家で予習や復習に取り組むな
ど、家庭学習の習慣化が図られていると考えら
れる。

確かな学力の育成を図る３つの柱である　「授業改善」「落ち着いた学習環境づくり」「望ましい習慣づくり」に基づく取組の推進

学校質問紙

【旭川市の学力向上策】

○ 「家庭学習の取組として、児童に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にした」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

「学習規律の維持を徹底した」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

国語、算数、理科及び学力向上を担当している教員とで構成した授業力向上プロジェクトチームによる全国学力・学習状
況調査結果の分析を踏まえた「旭川版　指導の改善策」の作成と各学校・各種研修会等での活用

◎

○

◎ 授業力向上プロジェクトチームメンバーを講師及び授業者とした、年３回の授業力向上研修会の実施
◎ 小学校各２校を指定する旭川市授業力向上実践研究推進事業の推進
◎ 「旭川市小中連携・一貫教育推進プラン」に基づく小中連携・一貫教育の推進
◎ 学生ボランティア等の市内小学校への派遣によるきめ細かい指導の充実
◎ 市内の全中学校から生徒会役員を中心とするメンバーが集まり協議する「生活・学習Ａｃｔサミット」による、児童生徒自らが

生活習慣及び学習習慣を改善する取組の推進
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 市内の全中学校から生徒会役員を中心とするメンバーが集まり協議する「生活・学習Ａｃｔサミット」による、生徒自らが生
活習慣及び学習習慣を改善する取組の推進

「学習規律の維持を徹底した」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

◎ 「旭川市小中連携・一貫教育推進プラン」に基づく小中連携・一貫教育の推進
◎ 学生ボランティア等の市内中学校への派遣によるきめ細かい指導の充実

○

◎ 授業力向上プロジェクトチームメンバーを講師及び授業者とした、年３回の授業力向上研修会の実施
◎ 中学校各２校を指定する旭川市授業力向上実践研究推進事業の推進

◎

○ 生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げな
がら教えるなど、自ら学ぶ力の育成を図ったこ
とにより、生徒が家で予習や復習に取り組むな
ど、家庭学習の習慣化が図られていると考えら
れる。

確かな学力の育成を図る３つの柱である　「授業改善」「落ち着いた学習環境づくり」「望ましい習慣づくり」に基づく取組の推進

学校質問紙

【旭川市の学力向上策】

○ 「家庭学習の取組として、生徒に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にした」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

◎

○

国語、数学、理科及び学力向上を担当している教員とで構成した授業力向上プロジェクトチームによる全国学力・学習状
況調査結果の分析を踏まえた「旭川版　指導の改善策」の作成と各学校・各種研修会等での活用

■旭川市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：27校、生徒数：2587人）

○ 学校全体として言語活動に取り組んだことによ
り、「話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができている」と回答し
た生徒の割合が、全道を上回ったと考えられ
る。

【生徒質問紙調査】

国語Aでは、「書くこと」で全国及び全道を上
回っている。

教　　　科

○

○ 理科では、「生物的領域」で全国及び全道を
上回っている。

学習規律の維持を徹底したことにより、落ち着
いた学習環境が整えられ、生徒が集中して学
習に取り組むことができていると考えられる。

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができて
いる」と回答した生徒の割合が、全道を上
回っている。

○

○

「家で、学校の授業の予習・復習をしている」
と回答した生徒の割合が、全国及び全道を
上回っている。

85.2

74.7

68.3

14.8

24.1

30.0

1.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旭川市

全道

全国

学習規律の維持を徹底した

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

55.6

39.6

32.0

44.4

55.0

58.2

5.1

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旭川市

全道

全国

家庭学習の取組として、生徒に家庭での学習方法等を具体

例を挙げながら教えるようにした

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない

33.5 31.1 32.4 

42.5 43.9 43.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

旭川市 全道 全国

生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができている

そう思う どちらかといえば、そう思う

21.2 19.6 18.2 

38.1 38.8 37.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

旭川市 全道 全国

家で，学校の授業の予習・復習をしている

している どちらかといえば、している

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

国語Ｂ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

理科（物理的領域）

理科（化学的領域）

理科（生物的領域）

理科（地学的領域）

旭川市内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

- 267 -


